
第 5号 港工同窓会ニュース 平成18年 4月 20日

第 5号 平成18年 4月 20日 発行 発行責任者 前田武男

十
八
年
度
定
期
総
会
開
催
に

あ

た

っ
て

港
工
同
窓
会
会
長

港
三
期
（全
と
電力
科
卒
一訓
ｍ
円　
計
笛
カ

平
成
元
年
度
、
港
工
業
高
校
の
同
窓
会

再
建
総
会
が
大
手
町
の
サ
ン
ケ
イ

・
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
折
二
代
日
会
長
を

仰
せ
つ
か
り
、
は
や
十
八
年
が
経
過
致
し

ま
し
た
。

本
会
の
再
建
に
当
り
、
高
橋
光
春
先
生

（高
輪
七
期
）
、
幾
本
嘉
男
先
生

（高
輪

一
期

・
故
人
）
は
じ
め
多
く
の
母
校
出
身

の
先
生
方
、
な
ら
び
に
港
工
十
六
期
卒
業

生
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
大
勢
の
卒

業
生
の
方
々
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

本
会
も
、
お
蔭
を
持
ち
ま
し
て
現
在
は

何
と
か
無
難
に
運
営
し
て
お
り
ま
す
が
、

再
建
当
初
は
問
題
も
多
く
、
理
事
の
方
々

に
は
大
変
な
ご
苦
労
を
か
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。

さ
て
、
母
校
は
昭
和
二

一
年

（
一
九
四

六
年
）
四
月
、
高
輪

・
麻
布

・
渋
谷
の
三

つ
の
工
業
学
校
を
統
合
し
て
創
立
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
残
念
に
も
平
成
十
六
年

（二
〇
〇
四
年
）
三
月
、
第
五
六
回
卒
業

式
を
以
て
そ
の
輝
か
し
い
歴
史
を
閉
じ
ま

し
た
。
し
か
し
、
学
校
の
歴
史
と
い
う
も

の
は
、
た
だ
年
月
の
積
み
重
ね
を
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

歴
代
の
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
教
職
員

の
皆
様
が
、　
一
つ
の
確
固
た
る
教
育
目
標

を
定
め
、
そ
の
時
々
に
適
応
し
た
教
育
方

針
を
た
て
、
共
通
理
解
の
も
と
直
接
生
徒

の
指
導
に
当
り
、
行
事
を
行
い
、
ま
た
環

境
や
施
設
設
備
の
整
備
に
力
を
尽
く
し
、

そ
の
中
で
多
数
の
生
徒
が
育
ま
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
こ
そ
歴
史
は
意
図
的
に
創
り
上

げ
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
学
ん
だ
私
ど
も
生
徒
の

一
人

一

人
が
人
間
形
成
に
お
お
く
の
影
響
を
受
け

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
都
心
部
の
、
あ
の

狭
い
校
地
の
古
い
校
舎
に
学
校
づ
く
り
を

し
て
来
ら
れ
た
初
代
早
坂
朝
太
郎
校
長
先

生
は
じ
め
歴
代
の
校
長
先
生
並
び
に
教
職

員
の
皆
様
方
の
ご
苦
心
の
成
果
で
す
。

校
風
は
生
徒
を
中
心
に
学
校
を
構
成
す

る
多
く
の
人
々
の
永
い
永
い
努
力
が
伝
統

と
な
っ
て
出
来
上
が
る
も
の
で
す
。
こ
の

中
か
ら
実
に
ユ
ニ
ー
ク
な
個
性
を
持

っ
た

人
々
が
卒
業
し
ま
し
た
。

母
校
は
創
立
以
来
、
工
業
教
育
の
充
実

の
た
め
常
に
全
国
の
工
業
高
校
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
牽
引
役
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
中
堅
技
術
者
の
育
成
に
も
大
き
な
成

果
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全

日
制

・
定
時
制
を
合
わ
せ
て
、　
三
二
、
五

九
九
名
、
高
輪

・
麻
布

・
渋
谷
の
時
代
か

ら
数
え
る
と
、
二
〇
、
人
四
五
名
の
卒
業

生
を
輩
出
し
ま
し
た
。
一年
業
生
は
、
単
に

全
国
産
業
界
の
機
械

・
自
動
車

・
電
気

・

電
子
の
分
野
の
み
で
な
く
、
広
い
分
野
で
、

さ
ら
に
世
界
各
地
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
工
業
高
校
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
っ

て
有
為
な
人
材
を
社
会
に
送
り
出
し
た
功

績
は
、
学
校
が
無
く
な
っ
て
も
永
遠
に
残

る
も
の
で
す
。
港
工
業
高
校
の
卒
業
生
と

し
て
、
大
変
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
今
年
も
総
会
が
近
づ
い
て
参
り
ま

し
た
。
今
回
は
、
懸
案
の

「会
則
改
正
」

を
ご
提
案
し
ま
す
。
ぜ
ひ
総
会
に
ご
出
席

下
さ
り
、
同
窓
会
の
発
展
の
為
忌
憚
の
な

い
ご
意
見
を
拝
聴
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

懇
親
会
も
懐
か
し
の
地
に
準
備
い
た
し

ま
し
た
。
ふ
る
っ
て
参
加
、
ご
協
力
、
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日 時 平成18年 6月 10日 l■113H寺より

(幹事の方は12時に集合願います)

場 所 総 会 :13時 より 六郷工科高校にて

懇親会 :16時 より 芝パークホテルにて

会 費 10,000円 (総会のみの方は無料です)

※同封振込用紙にて賛助金共12,0∞円以上を振込み願います

※準備の都合上、 5月 末日までに同封はがき又は振込用紙にて

出欠の回答及び転居・近況等のお便りをお願いします。
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灘
鰍
燃
騨
一＝撤
灘
構
＝

凍
凛
部
ユ
米
郷
工
科
高
等
学
樹

本
校
、
六
郷
工
科
高
校
の
デ
ュ
ア
ル
シ

ス
テ
ム
科
は
、
平
成
１４
年
９
月
の
第
２０
期

東
京
都
産
業
教
育
審
議
会

の
答
申
を
受

け
、
製
造
業
後
継
者
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
に

「東
京
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」

と
し
て
全
国
で
初
め
て
の
職
業
教
育
制
度

と
し
て
平
成
１６
年
４
月
に
開
校
致
し
ま
し

た
。日

本
で
初
め
て
の
教
育
制
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
情
報
も
少
な
く
、
予
備
知
識
も

ほ
と
ん
ど
無
い
状
態
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
。
そ
の
後
、
東
京
都
教
育
委
員
会
か
ら

「
日
本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」
の
推
進

事
業
に
参
加
す
る
こ
と
を
進
め
ら
れ
、
平

成
１６
年
８
月
に
東
京
都
の
代
表
と
し
て
研

究
指
定
校
を
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り
、

全
国
の
推
進
役
と
し
て
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。

デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
科
の
特
徴
は
、
高

校
３
年
間
の
中
で
１
年
間
を
企
業
で
の
就

業
体
験

。
企
業
実
習
を
授
業
と
し
て
行

い
、
卒
業
の
単
位
と
し
て
認
め
ま
す
。
生

徒
は
実
践
的
な
技
術

・
技
能
を
企
業
で
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
、
生
徒
と
企
業
双
方
が

合
意
す
れ
ば
そ
の
企
業
に
就
職
も
可
能
と

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

輩
撒
聾
樫
一襲
一一■

現
在
、

１０
名
の
関
係
職
員
で
デ
ュ
ア
ル

シ
ス
テ
ム
科
の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
職

員
は
、
教
育
制
度
を
理
解
し
な
い
で
入
学

し
て
し
ま

っ
た
生
徒
の
対
応
、
１
年
次
生

は
適
正
に
合
う
企
業
選
択
、
参
加
前
の
マ

ナ
ー
指
導
、
２
年
次
生
は
１
年
次
に
参
加

し
た
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
教
員
は
デ
ュ

ア
ル
独
自
の
学
校
説
明
会

・
広
報
活
動
に

よ
り
生
徒
募
集
を
行
い
、
よ
り
多
く
の
企

業
選
択
が
き
る
よ
う
に
協
力
企
業
を
開
拓

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
１７
年
度
入

学
生
の
入
学
倍
率
は
約
２
倍
、
協
力
企
業

は
１
３
０
社
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

「学
校
で
の
学
習
だ
け
が
教
育
」
と
い

っ
た
従
来
の
意
識
を
変
え
て
入
学
し
て
き

た
生
徒
が
企
業
で
成
果
を
出
し
、
職
員
が

中
学
校

・
企
業
訪
間
を
し
た
結
果
で
す
。

研
究
指
定
校
の
取
組
の
中
で
生
徒
の
報
告

会
や
企
業
の
報
告
書
、
生
徒
の
意
識
調
査

か
ら
数
値
の
変
化
に
よ
リ
デ
ュ
ア
ル
シ
ス

テ
ム
の
教
育
的
成
果
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
の
学
校
で
学
び
、
も
の
づ

く
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
支
え
て
き
た
港
工

高
同
窓
会
の
皆
様
、
今
後
と
も
六
郷
工
科

高
校
の
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
科
の
ご
支
援

を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

実習工場

情報実習

企業実習0企業実習②
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∃

別

劃

到

コ

雇

鶉

押

匝

「匠
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
六
郷
祭
は
、

秋
晴
れ
の
１０
月
２９
日
（土
）
。
３０
日
（日
）
に

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
六
郷
工
科
高
校
の

生
徒
も
２
年
目
の
学
校
生
活
を
む
か
え
て

校
内
行
事
等
に
も
な
れ
、
昨
年
よ
り
展
示

内
容
、
各
部
の
イ
ベ
ン
ト
数
も
多
く
な
り
、

我
々
も

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ま
せ
て
く
れ

た
。
校
門
の
入
口
に
テ
ン
ト
が
設
営
さ
れ
、

受
付
の
窓
日
も
出
来
て
保
護
者
の
方
々
が

手
際
よ
く
応
対
し
て
い
た
。

こ
の
六
郷
祭
で
目
を
引
い
た
の
は
、
校

舎
入
口
よ
り
続
く

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
を
テ

ー
マ
に
文
化
祭
実
行
委
員
会
が
造
っ
た
校

内
全
体
の
内
装
で
あ
り
、
夏
休
み
返
上
で

頑
張

っ
た
努
力
が
う
か
が
え
た
。
工
科
高

校
の
近
隣
の
人
達
も
多
く
訪
れ
、
ガ
ラ
ス

吹
き
に
挑
戦
し
て
い
た
子
供
達
の
微
笑
ま

し
い
姿
が
あ

っ
た
。

ク
ラ
ス

・
ク
ラ
ブ
活
動
の
展
示
に
は
、

各
々
工
夫
を
凝
ら
し
た
出
し
物
が
バ
ラ
エ

テ
イ
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
生
徒
制
作
品

の
鉄
製
の
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
ド
を
買
い
求

め
た
我
が
同
窓
生
も
い
た
ほ
ど
だ
。
い
ず

れ
に
し
て
も
男
女
共
学
校
の
良
い
点
な
の

か
生
徒
自
身
が
楽
し
ん
で
い
る
雰
囲
気
が

校
舎
全
体
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。
体
育

館
で
は
、
軽
音
楽
、
和
太
鼓
の
競
演
、
チ

ア
ー
ダ
ン
ス
、
全
日
制
対
定
時
制
の
バ
ス

ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
公
開
試
合
等
々
ハ
ツ
ラ
ツ

と
し
た
若
者
達
を
頼
も
し
く
感
じ
た
。
さ

ら
に
各
学
科
の
展
示
紹
介
、
実
習
室
の
開

放
も
こ
の
学
校
の
特
色
が
要
点
良
く
紹
介

さ
れ
て
い
た
。
私
自
身
興
味
が
あ
つ
た
デ
ザ

イ
ン
科
の
陶
器
、
ガ
ラ
ス
エ
芸
等
の
作
品

に
は
生
徒
の
個
性
を
尊
重
し
た
授
業
方
針

で
勉
学
に
励
ん
で
い
る
様
子
が
窺
え
た
。

我
が
港
工
同
窓
会
ブ
ー
ス
に
も
５０
名
近

い
来
訪
者
が
あ
咲

同
級
生
の
消
息
や
動
向

を
尋
ね
る
人
も
あ
Ц

我
々
と
談
笑
し
な
が

ら
和
気
あ
い
あ
い
の
２
日
間
で
あ
っ
た
。

今
後
我
が
同
窓
会
の
作
品
等
を
展
示
す

る
の
も

一
興
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

。
・
・

楽
し
ん
だ
２
日
間
を
ふ
り
か
え
り
次
回
の

六
郷
祭
に
期
待
を
よ
せ
て
い
る
。

（前
号
よ
り
の
つ
づ
き
）

天
気
は
快
晴
で
最
初
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は

弟
が
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
ま
し
た
。
今
日

は
リ
ン
カ
ー
ン
の
生
家
を
ホ
タ
ル
見
物
を

か
ね
、
夕
暮
れ
に
訪
れ
る
。
　

　

．

リ
ン
カ
ー
ン
の
生
家
は
静
か
な
所

（地

名
リ
ン
カ
ー
ン
）
に
在
り
写
真
撮
影
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
夜
間
警
備
の
ポ
リ
ス
に
お
願

い
し
記
念
写
真
を
撮
る
。

車
は
ミ
ズ
ー
リ
州
に
入
る
。
走
行
距
離

は
約
４
０
０
マ
イ
ル
強
。
（
６
５
０
ｂ
）

今
宵
は
セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
地
で
の
泊
と
な

る
。
此
処
の
ミ
シ
シ
ツ
ピ
河
沿
い
の
高
さ

６
３
０
フ
ィ
ー
ト
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
に
エ

レ
ベ
ー
タ
で
昇
り
大
き
な
孤
型
の
頂
点
か

ら
の
展
望
を
楽
し
ん
だ
。
翌
日
は
国
道
７０

号
線
と
ル
ー
ト
“
を
交
互
に
走
リ
カ
ン
ザ

ス
州
カ
ン
ザ
ス
シ
テ
イ
の
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ

テ
ル
に
と
ま
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ホ
テ
ル
料
金
は
日
本
と
違

い
一
部
屋
い
く
ら
の
シ
ス
テ
ム
な
の
で
ダ

ブ
ル
ベ
ッ
ト
の
部
屋
を
２
部
屋
借
り
て
宿

泊
す
る
。
食
事
は
外
出
し
街
の
見
物
が
て

ら
安
い
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク

等
で
簡
単
に
す
ま
せ
る
。
こ
こ
の
予
定
は

美
術
館
見
物
と
姪
の
友
人
の
結
婚
式
に
出

席
す
る
事
。

式
後
、
カ
ン
サ
ス
シ
テ
ィ
を
出
発
す
る
。

予
定
時
間
を
費
や
し
た
為
に
今
夜
は
交
代

で

一
晩
中
車
を
走
ら
す
事
に
す
る
。
こ
の

為
６６
号
は
走
ら
ず
国
道
３５
号
を
走
る
。
夜

の
１２
時
頃
オ
ク
ラ
ホ
マ
市
に
入
リ
ナ
シ
ョ

ナ
ル

・
メ
モ
リ
ア
ル

・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（墓
地
）
に
参
る
。
１
９
９
５
年
４
月
１９
日

午
前
９
時
１
分
に
自
人
に
よ
る
爆
破
テ
ロ

で
亡
く
な
っ
た
多
く
の
犠
牲
者

の
墓
地

で
、
夜
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
多
く
の

人
が
墓
参
に
来
て
い
る
と
の
事
。
説
明
の

ポ
リ
ス
マ
ン
に
有
難
う

（弟
と
姪
が
通
訳
）

と
お
礼
の
挨
拶
を
の
べ
車
に
戻
り
次
の
目

的
地
テ
キ
サ
ス
ヘ
。
食
事
は
、
夜
間
営
業

の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
と
る
。

テ
キ
サ
ス
に
入

っ
た
と
こ
ろ
で
豪
雨
に

遭
う
。
さ
す
が
の
ト
ラ
ッ
ク
野
郎
達
も
パ

ー
キ
ン
グ
に
車
を
停
止
し
休
息

の
最
中

だ
。
私
達
も
そ
の
ト
ラ
ッ
ク
の
間
に
入
り

雨
脚
が
弱
ま
る
ま
で

一
息
入
れ
る
。

ト
ラ
ッ
ク
群
が
動
き
始
め
た
気
配
で
私
達

も
少
し
明
る
く
な

っ
た
国
道
４０
号
に
戻

り
、
ア
マ
リ
ロ
に
向
か
う
。
徐
々
に
夜
明

け
る
テ
キ
サ
ス
の
風
情
は
正
に
西
部
劇
の

世
界
を
連
想
さ
せ
る
。

８
月
９
日
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
ョ
州
に
入

る
。
サ
ン
タ
フ
エ
、
ア
ル
バ
カ
ー
キ
、
ギ

一〇
〇
四
年

「六
六
歳
」
ル
ー
ト
６６
を
か
け
る

港

（全
）
８
期
機
械
科
　
赤
川
　
秀
夫
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ャ
ロ
ッ
プ
、
ル
ー
ト
“
を
探
し
な
が
ら
映

画
の
主
題
歌
の
通
り
街
を
抜
け
走
る
。
今

一夜
の
宿
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
お
勧
め
の
エ
ル

ラ
ン
チ
ョ
・
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
。
こ
の
ホ

テ
ル
は
１
９
７
３
年
１２
月
に
建
築
さ
れ
、

多
く
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
が
、
西
部
劇

の
撮
影
に
訪
れ
る
と
必
ず
常
宿
に
使
用
さ

れ
、
ム
ー
ビ
ー
ス
タ
ー
の
家
と
も
言
わ
れ

各
部
屋
に
泊
ま

っ
た
俳
優
女
優
の
名
の
プ

レ
ー
ト
が
つ
い
て
お
り
、
ジ
ョ
ン
ウ
エ
イ

ン
は
１
０
０
号
室
に
、
ア
ラ
ン
ラ
ッ
ト
、

ロ
ナ
ル
ド
レ
ー
ガ
ン
、
他
多
数
の
懐
か
し

い
名
前
が
見
ら
れ
た
。
明
日
は
ア
リ
ゾ
ナ

か
ら
ネ
バ
タ
州
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
ヘ
。
当
日

い
よ
い
よ
夢
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
ヘ
、
途
中
フ

ー
バ
ー
ダ
ム
に
降
り
た
時
、
高
温
多
湿
に

閉
回
す
る
。
車
に
戻
り

一
路
ベ
ガ
ス
ヘ
、

坂
道
を
登
り
切
る
と
突
然
眼
下
に
ラ
ス
ベ

ガ
ス
の
街
の
光
が
溢
れ
出
た
。
今
宵
の
宿

は
走
行
中
に
姪
の

「良
い
ホ
テ
ル
に
予
約

し
て
も
良
い
か
？
」
の
問
い
に

一
生

一
度

の
見
得
を
は
り
了
承
す
る
。
ホ
テ
ル
ミ
ラ

ー
ジ

ュ

（蜃
気
楼
）
に
着
き
ビ

ッ
ク
リ
、

さ
す
が
ラ
ス
ベ
ガ
ス
、
一象
華
さ
の
連
続
に

ゲ
ッ
プ
が
で
そ
う
だ
。
外
は
暑
い
が
ホ
テ

ル
の
中
は
快
適
な
空
調
空
間
で
あ
る
。
小

休
止
後
た
だ
ち
に
皆
で
夜

の
ベ
ガ
ス
散

歩
。
噴
水
あ
り
、
催
し
物
の
案
内
あ
り
、

日
本
で
は
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
例
の
カ
ー
ド

も
上
質
紙
に
、
価
格
ま
で
明
記
さ
れ
て
い

る
物
を
姪
が
種
々
集
め
て

「は
い
、
お
土

産
」
と
渡
さ
れ
た
。
あ
ら
ゆ
る
欲
望
を
満

足
さ
せ
ら
れ
る
条
件
を
全
て
ベ
ガ
ス
の
街

は
揃
え
て
い
ま
す
。

翌
朝
ホ
テ
ル
の
ス
ロ
ッ
ト
で
少
々
遊
ん

で
日
本
円
で
４
０
０
０
円
ほ
ど
プ
ラ
ス
．

更
に
気
持
ち
の
良
さ
の
延
長
に
プ
ー
ル
サ

イ
ド
に
ゆ
き
サ
ン
グ
ラ
ス
越
し
に
水
着
の

美
女
を
眺
め
て
、
極
楽
極
楽
。
国
道
１５
号

に
入
り
本
国
の
予
定
地
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に

向
か

つヽ
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
入
リ
ル
ー
ト
“
沿
い

の
１
９
２
５
年
建
築
さ
れ
た
政
府
登
録
の

ザ
ア
ズ
テ
ッ
ク
ホ
テ
ル
に
投
宿
、
こ
の
ホ

テ
ル
は
歴
史
的
に
古
い
の
が
売
り
で
、
従

っ
て
空
調
設
備
は
無
し
で
す
。
今
宵
は
、

こ
こ
に
お
世
話
に
な
る
事
に
し
て
、
姪
の

卒
業
し
た
大
学
や
、
ロ
ス
郊
外
の
見
物
そ

し
て
、
夕
食
は
メ
キ
シ
ョ
食
で
有
名
な
レ

ス
ト
ラ
ン
で
取
る
。
次
の
日
レ
ン
タ
カ
ー

を
返
却
の
際
、
車
の
下
廻
り
外
側
が
汚
れ

て
い
た
の
で
弟
に

「洗
車
し
て
返
し
た
ら

ど
う
か
」
と
言
う
と
、
チ
ョ
ッ
ト
聞
い
て

見
る
と
電
話
し
た
所

「今
ま
で
洗
車
し
返

却
し
て
も
ら

つ
た
事
な
ど
な
い
。
日
本
人

は
、
真
面
目
だ
ね
―
」
と
誉
め
ら
れ
た
そ

つヽ
で
す
′。

姪
の
希
望
で
車
の
車
種
を
フ
オ
ー
ド
か

ら
赤
い
ム
ス
タ
ン
グ
コ
ン
バ
ー
チ
ブ
ル
に

替
え
て
ロ
ス
見
物
を
す
る
。
ゲ
ッ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
と
言
う
富
一豪
が
数
年
前
に
創

っ

た
美
術
館
を
見
学
。
弟
の
友
人
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
庭
園
を
み
た
が
、
こ
の
案
内
人
が

グ
ル
ー
プ
の
人
達
に
何
処
か
ら
来
た
の
か

と
質
問
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
世
界
中
か

ら
来
て
い
る
事
も
判

っ
た
。
又
、
東
京
か

ら
来
た
外
人
家
族
も
お
り
世
の
中
さ
ま
ざ

ま
で
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
。

帰
り
途
、
Ｌ
Ａ
の
ル
ー
ト
に
戻
り
、
折

り
返
し
地
点
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
に
向
か
い
走

り
始
め
る
。
間
も
な
く
往
路
の
終
点
で
す
。

サ
ン
タ
モ
ニ
カ
は
、
３
回
目
の
訪
間
で
す
。

最
初
は
仕
事

で
１
９
７
３
年
に
来
ま
し

た
。
当
時
の
海
岸
は
桟
橋
だ
け
で
自
然
の

多
い
静
か
な
海
岸
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
今

回
訪
れ
て
大
き
く
変
貌
し
て
い
ま
し
た
。

例
え
ば
観
光
施
設
や
諸
設
備
等
、
又
多
く

の
人
達
で
大
賑
わ
い
、
公
衆
ト
イ
レ
に
入

る
と
汚
れ
放
題
、
食
事
は
レ
ス
ト
ラ
ン
に

入
り
済
ま
せ
て
桟
橋
の
先
端
ま
で
歩
き
本

当
に
ル
ー
ト
“
の
ワ
ン
ウ
エ
イ
完
了
ｌ
。

皆
で
記
念
写
真
の
最
中
に
孫
が

「
ア
ッ
ー

タ
マ
ち
ゃ
ん
だ
！
」
の
声
、
見
る
と
目
の

前
を
ア
ザ
ラ
シ
が
沖
に
む
か

っ
て
泳
い
で

い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
さ
に
海
に

ル
ー
ト
６６
が
続
い
て
い
る
様
で
す
。
途
中

ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
寄

っ
た
為
に
変
則
の
ル
ー

ト
“
に
な
り
ま
し
た
が
、
観
光
ル
ー
ト
で

大
勢
の
人
達
と
逢
う
事
が
で
き
と
て
も
楽

し
ぃ
６６
歳
記
念
の
ル
ー
ト
“
を
駆
け
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
胸
の
な
か
で
お
世
話
に

な

っ
た
皆
さ
ん
本
当
に
有
難
う
。
お
元
気

で
い
て
下
さ
い
。

◇
会
則
の
改
定
に
つ
い
て

母
校
の
閉
校
か
ら
２
年
を
経
過
し
、
同

窓
会
の
今
後
の
運
営
方
法
を
試
行
し
て
き

ま
し
た
が
、
六
郷
工
科
高
校
の
ご
配
慮
を

賜
り
、
同
窓
会
の
所
在
地
、
総
会
の
開
催
、

理
事
会

の
運
営
等

の
活
動
が
出
来
ま
し

た
。ま

た
賛
助
金
に
よ
る
財
政
基
盤
や
、
会

報
発
行
、
六
郷
祭
参
加
等
の
事
業
活
動
の

方
向
性
も
ひ
弱
な
が
ら
見
え
て
き
ま
し
た

の
で
、
新
し
い
環
境
に
沿

っ
た
会
則
の
全

面
改
訂
を
提
案
し
ま
す
。
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濶 淋

》 》

濃 涸

》 》

避

∞
淋

避

卜

か

酵
Ｈ
コ
凝
ゆ
　
ゆ
聖

⌒も
）

［渦
】

―
―

当

―
―

∬

一
掛

　

議

　

洒
」

＞
”
一壌
膵
Ｈ
コ
弾
ゆ
鉾
鉾
Ｏ
ｏ

サ
野
碑
汗
０
回
番
゛
琳
Ｏ
ｏ

い
・
＞
≫
露
ゆ
加
０
諮
日
灘
雨
冨
螢
も
ヽ
ｏ

Ｎ
・
＞
ゆ
■
中
薄
゛
潔
ｃ
中
薄
０
潮
糧

ム
≧
澪
゛
藤
岸
言
粛
ン
ト
野
一
冽
コ
〕
ド
ｏ

＞
Ｄ
■
「
訓
再
佃
灘
ヨ
澤
ε
臨
挙
ヨ
゛
剛
〈
ｏ

Ｈ
・
サ
野
藁
判
螂
ヨ
゛
測
剛
製
ロ
ン
塗
Ｈ
華
恥
＝
鴛
薄
コ
ス
剛
〈
ｏ

Ｎ
・
＞
ゆ
碑
酪
挙
ヨ
゛
判
癖
潔
）
準
０
頸
ヨ
再
鞘
尋
゛
”
館
場
０
映
か
ｏ

糾

Ｎ
掛

　

”

　

Ⅷ

＞
≫
０
加
゛
ゝ
０
野
一
再
り
再
か
ｏ

Ｐ
・
日
”
加
薔
面
幾
Ｈ
辞
日
米
酬
耕
憮
薄
ン
面
訓
罫
Ｈ
器
憮
薄
ン
面
河
河
斗
４
Ｈ
淋

斜
媚
対
Ｗ
薄
ン
面
洲
河
計
日
避
Ｉ
Ｈ
器
斜
端
離
繋
落
ン
面
枡
河
計
日
濃
―
刈
鶏

憮
薄
ン
面
郵
針
日
淋
憮
薄
ン
面
郵
針
到
Ｈ
響
荘
ン
面
郵
卦
酬
Ｈ
刈
滞
Ｗ
薄
中
判

米
叫
汁
屁
蒻
淋
ｃ
汁
φ
０
０
コ
瀞
０
＝
灘
映
゛
蕨
ン
汁
び
Ｏ
ｏ

Ｎ
・
蘇
湮
≫
加
露
卜
剌申
申
響
落
０
面
澤
加
館
〕
卜
ｏ

∞
・
゛
蝶
≫
加
再
＞
野
再
き
ま
い
か
０
０
（
薄
麺
ゆ
０
淋
澱
再
野
ｓ
お
”
０
沖
識
゛

聯
汁
φ
Ｏ
針
〕
卜
ｏ

一　
　
ｌ
ｌ

面

―
―

一ヽヽ

●
●
●

↑
　
　
　
、

い
。

・
・
・

↑

　

一

一
・
サ
か
葬
漱
薄
謙
彗
゛
騨
勲
Ｃ
中
薄
０
議
剛
言
冽
コ
〕
ド
ｏ

，
か
屁
判
鉾
ヨ
゛
洲
制
畿
日
辞
Ｈ
淋
訓
＝
Ｗ
薄
コ
言
剛
〈
ｏ

］
，
日
か
加
屁
羹
４
課
Ｈ
淋
訓
器
憮
蒋
ン
面
酬
罫

・
・
・

↑

Ｎ
・
搬
”
加
屁
辞
Ｈ
淋
酬
排
憮
蒋
耐
薄
肝
鉾
〕
卜
ｏ

（壼
弼
）

∞
・
導
浬
ゆ
油
■
卜
出
申
憮
薄
０
洲
面
課
加
館
嗜
タ

ト
・
拇
蝋
ゆ
加
■
サ
”
再

・
・
・

↑

濃

∞
か

油

卜

か
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響

い
か

響

い

か

濃

Ｎ
冷

溶

∞

か

絣

ω
掛

冊

冊

，
か
碑
済
０
判
辮
゛
■
一
ｏ

い
・
≫
迎
諮
日
０
商
業
澤
９
淋
簿
言
コ
〕
卜
臼
館
ｏ

Ｎ
・
諜
畔
図
咄
０
浄
爺
澤
つ
い
温
Э
Ш
８
中
鎌
癌
）
卜
引
郊
０
滞
清
ｏ

∞
・
パ
０
さ
ヽ
湘
鉾
ヽ
館
δ
ふ
臼
館
。

霧

ヽ

神

　

浴

　

加

＞
≫
再
汗
０
蒲
加
中
剛
〈
ｏ
薄
加
０
南
当
屁
申
い
楡
館
⊂
町
爾
碑
滞
鳥
労
ぐ
♂

蔵
ｃ
Ｎ
蝋
≫
和
露
“
０
溺
ｓ
（
中
ぐ
ざ

Ｈ
・
゛
蝋
≫
脚
い
゛
′
導
湮
≫
加
■
”
ｓ
蒲
畑
ゆ
淋
湘
言
”
０
淋
聾
）
ト
ロ
館
吻
（
映

か
ｏ

Ｎ
・
か
脚

い
拇
ン
≫
加
■
蒲
加
０
淋
湘
言
野
ｓ
奔
ゆ
⑥
沖
梨
゛
恥
汁
び
Ｏ
ｏ

∞
・
聖
か
和

Ｎ
゛
′
情
判
０
日
南
肩
野
ゝ
φ
Ｏ
ｏ

卜
・
崎
冊

∞
ｏ
゛
ン
堺
判
０
日
薦
３
”
が
び
Ｏ
ｏ

い
・
鰯
判
一片

お
螂

・
か
翠

・
河
難

・
摩
羊
哺
館
中
溝
判
０
日
臨
３
野
６
り
蘭
）
ド
ｏ

蔵
Ｃ
淋
癖
屁
ヨ
馬
゛
ぐ
♂

０
・
か
翠
岬
財

Ｎ
Ｎ
ン
館
判
０
日
臨
富
野
゛
´
Ｏ
ｏ

一
・
器
判
′
中
コ
選
コ
薄
０
加
⑥
目
臨
言
野
ヽ
Ｎ
い
ｏ

∞
・
副
ヨ
餅
＝
゛
ン
囀
湮
ゅ
加
澤
９
サ
野
が
加
謙
薄
球
モ
蒲
加
０
淋
湘
ｃ
汁
び
Ｏ
ｏ

薄
加
屁
汗
０
甫
畔
中
ｍ
ｏ
ｏ

Ｈ
・
”
脚
昇
＞
か
中
ハ
洲
⊂
ン
ゅ
醐
゛
ぉ
館
斗
が
ｏ

一
・
型
ゆ
脚
再
≫
脚
中
斜
蒔
Ｃ
ン
か
脚
判
薄
針
が
軍
碑
Ｎ
再
粛
き
ヽ
ｏ

∞
・
餓
判
曇
＞
か
０
融
叫
再
脹
お
か
ｏ

卜
・
０
翠
評
財
露
ゆ
製
認
り
中
か
）
ｏ

中
・
華
判
研
鱚
判
゛
説
蒔
ｃ
イ
ル
灘
゛
↓
拇
〕
ド
ｏ

”
珈
員
出
避
叫
汁
再
罫
澪
言
薄
加
ゆ
中
ヨ
研
ン
か
鍛
再
コ
■
卜
湘
書
゛
端
酬
）
卜
ｏ

Ｈ
・

・
・
・

↑

Ｎ
・
諜
騨
図
珊
⑥
輝
爺
ｏ

｝

中
薄
珊
辮

，
０
蔀
け
ｏ

（萱
罫
）

卜
・
ふ
０
さ
ゝ
湘
館
・
・
・

↑

い
。
お
嗽
”
脚

Ｈ
゛
ン
中
蒋
調
薄
和
中
詳
押
斗
ト

一
・
拇
蝋
型
ゆ
加

∞
む
ン
仲
薄
ゆ

・
獣
泌
欝
温
澤
９
判
騨
痢
中
淋
搬
■
卜

（萱
弼
）

∞
・
ゆ
荊

Ｈ
゛

・
・
・

↑

卜
・
聖
≫
脚

Ｎ
Ｎ

・
・
・

↑

い
・
鮨
判

Ｎ
ｕ
゛
ン
堺
判
０
日
臨
言
い
か
０
０
ｏ

一
・
０
翠
酎
判

Ｎ
Ｎ
ン
餓
判
０
日
繭
冨
い
Ｏ
α
Ｏ
ｏ

ヽ
・
０
翠
岬
り

い
お

・
・
・

↑

∞
●
本
側
ン
中
コ
避
コ
薄
ゆ
加
⑥
国
臨
冨
い
０
一
お
澤
鶴
橋
ゆ
加
■
野
０
詳
掛
け
ド

汁
絆
＋
Ｎ
ｏ

ｏ
・
酬
ヨ
館
＋
゛
ン
節
湮
ゅ
加
■
薄
加
０
詳
湘
ｃ
汁
晨
Ｏ
ｏ

Ｈ
・

・
・
・

↑

Ｎ
・　
　
・　
・　
・　　
　
＋―

∞
・　
　
・　
・　
・　
　
李
―

卜
・
ゆ
翠
巌
判
熙
ゆ
翠
判
螂
゛
料
か
ｏ

（整
が
）

ｕ
・
ゆ
梨
評
り
■

・
・
・

↑

０
・
堺
判
一”
・
・
・

↑

溺

輌
淋

油

０
か

淋

Ｎ
か

避

∞

か
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絣

ｏ

冊

　

誌

　

ゆ

嵐
導
秀
ゆ
碑
職
や

Ｈ
回
Ｎ
゛
ヨ
〈
ｏ
蔵
ｃ
≫
加
゛
湘
館
訓
δ
汁
尋
昇
罫
尋
お
≫
中
酬
〈
ｏ

誇
ゆ
百
（
汗
０
判
米
中
針
斗
ｏ

い
。
か
鉾
難
叶
ｏ

Ｎ
・
ゆ
聖
⑥
疼
満
ン
蔵
Ｃ
Ｉ
詞
ゅ
麺
Э
∞
い
０
い
憚

Ｔ
Ｓ
コ
耐
中
ヽ
潮
館
斗
が
ｏ

∞
・
”
加
諮
日
０
料
弾

卜
・
ヽ
０
へけ
ヽ
別
中
判
温
ｏ

∬

（〕
椰
　
　
ゆ
翠
澤
ｑ
憮
排
翠
冊

，
野
０
謙
瑯
肇
”
潮
羽
牟
ゆ
諜
気
´
゛
０
も
（
潜
冷
〕
卜
ｏ

＞
か
０
”
翠
徹
潮
屁
甫
や
ト
コ
日
コ
特
ｓ
ぶ
叶
ｓ
ン
閥
や
∞
コ
曽

回
３
瀬
さ
か
ｏ

＞
か
０
無
料
藩
繊
屁
ゆ
翠
岬
麟
０
沖
製
中
聯
ン
書
ゃ
脚
書
ぉ
か
０
覇
Ｎ
中
難
叶
■
卜
ｏ

Ｈ
・
ン
ル
ゆ
澤
９
ゆ
瑯
鉾
∈
（
９
８
ｏ
コ
゛
判
淋
尋
３
謙
ン
）
卜
ｏ

制
淋
尋
再
ン
ゆ
ゆ
澤
９
≫
瑯
゛
謙
ン
ｃ
針
サ
も
汁
び
０
屁
藩
辱
欝
ン
中
梨
し
ヽ
ｏ

Ｎ
・
判
淋
ぶ

い
や
゛
謙
価
ｃ
汁
ゆ
油
屁
麟
き
０
時
Ｃ
べ
´
令
蓋
Ｎ
８
ｏ
コ
゛
謙
ン
■
ト

∞
・
券
ゆ
叫
汁
屁
爺
判
再
覇
ｃ
罫
軍
♪
潮
゛
麟
賣
斗
卜
“
館
吻
（
磐
゛
ｏ

ｌ
‐国
部
繭
Ｃ
汁
ゆ
騨
碑
≧
コ
ウ
ト
餓
田
う
い
０
（
φ
南
〓
ｃ
中
ｇ
ｏ

，
０
■
牌
＞
辞
酪
中
覗
齢
）
夕
ｏ
ゆ
理

・
動
車
や
澤
９
ぼ
や
河
謙
珊
Э
≫
迪
ゆ
姦
い
丼

母
剛
３
勤
ン
）
夕
ｏ

瞬
ゝ
や
耐
屁
ゆ
和
サ
Ｎ
゛
雌
鱗
嗜
夕
ｏ

膳
＞
母
熙
顧
情
判
≫
Э
済
酬
再
野
゛
や
尋
ド
π
料
醸
（
映
労
ぐ
ざ

∬

Ч

抑

　

料

　

聯
「

”
油
ヽ
洋
計
南
■
卜
諄
言
屁
鮨
洲
い
０
い
製
゛
聯
（
計
襲
゛
鞘
日
（
禦
ヽ
ｏ

料
襲
肩
圏
〕
卜
識
満
屁
ゆ
聖
再
嚇
Ｅ
岸
≫
溺
ｓ
計
製
０
加
さ
で雨
酬
言
Ｎ
中
冷
δ
（
φ

”
５
ｏ

浴 避

8 Φ

》 》

避 溶

8 Φ

》 》》 》   》 》

濃 濃 浴 濃

》 》 》 》

避 淋 濃 濃

》 》 》 》

濃 濃

か か

避 淋

》 》

選 淋

》 》

濃 い

か か

沿

Ы

淋

８

淋

ヽ

溶

“

↑ ↑ ・ ・

↑ ↑

↑ ↑ ↑↑ ↑ ↑ ↑

⊂
（
９
８
ｏ
コ
゛
将
辮
軍
言
欝
ン
〕
が
ｏ
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∬

∞

椰

　

４

　

麺
」

＞
ゆ
碑
≫
螂
ド
巌
０
汁
δ
奎
聖
゛
鰐
再
か
“
館
吻
（
映
ヽ
ｏ

≧
聖
言
０

，
べ
屁
艤
珊
が
０
済
酬
言
野
ｓ
藩
）
卜
ｏ

と
響
叫
コ調
蛍
櫂

や
い
コ
館

回
特
Ｓ
灘
ヨ
゛
寄
）
卜
ｏ

Ⅵ革
姜
ヒ
ｎ
掛
器

や
∞
コ
”

コ
野
０
１
嬰
゛
臀
Ｈ
ン
碧
口
せ
冷
゛
浄
〕
卜
ｏ

＞
聖
露
墨
咎
圏

や
い
コ
８

コ
野
ｓ
ｌ
嬰
゛
澤
Ｈ
ン
響
口
せ
汁
゛
騨
〕
卜
ｏ

＞
聖
肇
判
汗
出
令

郎
コ
８

コ
再
＞
ゆ
割
瀬
再
慕
τ
ｌ
製
中
澤
Ｈ
ｃ
ン
判
爵

Ｎ
楡

∞
コ
Ы

Ш
罫
畢
誌
が
言
む

，
べ
藩
酬
Ｃ
ン
型
コ
ヨ
ン
゛
騨
）
卜
ｏ

＞
翌
屁
湘
濤
Ｎ
令

ロ
コ
］
〕
コ
ー
嬰
゛
澤
Ｈ
ン
碧
コ
ぜ
ヨ
゛
浄
〕
い
ｏ

丼
聖
屁
判
濤
卜
や

０
コ
ヽ
コ
ー
製
゛
対
ロ
ン
型
口
灘
ヨ
゛
騨
〕
卜
ｏ

＞
型
屁
湘
濤
『
や

０
コ
８

回
―
製
゛
対
ロ
ン
型
コ
螢
ヨ
゛
詳
■
夕
ｏ

＞
湮
屁
湘
爵

〓
や
ト
コ
い
コ
ー
製
゛
対
ロ
ン
型
由
灘
汁
゛
串
料
卜
ｏ

判
濤
８
０
∞
コ
０
コ
ン
中
荘
″
測
剛
製
け
醸
Ｈ
淋
ｍ
＝
讐
荘
０
コ
荘
再
宰
τ
ン

判
爵

あ
や

０
独
８

コ
冷
還
謬
ゆ
冨
絆
τ
（
排
聖
゛
汁
澤
Ｈ
Ｃ
ン
囀
汗

８
総

ト
コ
　
Ｈ
Ш
再
け
サ
０
再
ｓ
螢
冷
゛
議
〕
か
ｏ

淋 避 濃 濃 選

"88田
ヽ

か か 》 》 》

洲 淋 浴 避

88器 ヽ

か か か 》

溶 濃 濃 濃 淋 濃

SN櫂 譴 圏 N
》 》 》 》 》 》

避

図

か

溶

Ｎ

≫

避

田

≫

淋

Ｎ

淋

淋

Ы

淋

避

８

が

↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑
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旧

（教
頭
）
定
　
　
　
　
石
井
　
良
治

　

　

旧

（電
気
）
定
　
　
　
　
井
藤
　
平
八
郎

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
砂
漠
の
旅
を
続
け
て
　

　

い
つ
も
同
窓
会

ニ
ュ
ー
ス
を
あ
り
が
と

お
り
ま
す
。
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
　

よヽ

」ざ
い
ま
す
こ

峠
越
え
、
ロ
ブ
ノ
ー
ル
か
ら
楼
蘭
遺
跡

ヘ

は
圧
巻
で
し
た
。
ご
盛
会
を
祈
り
ま
す
。

旧

（電
気
）
定

　

　

　

中
村
　
園
平

会
長
さ
ん
始
め
理
事
の
方
々
の
ご
努
力

に
よ
っ
て
、
後
継
校
六
郷
工
科
高
校
と
の

橋
わ
た
し
も
ス
ム
ー
ス
に
進
ん
で
大
変
喜

ん
で
降
り
ま
す
。
六
郷
高
校
長
萩
原
先
生

の
ご
英
断
に
よ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
り

今
後
両
高
校
の
同
窓
会
と
の
融
和
し
な
が

ら
、
発
展
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

旧
生
徒
に
と

っ
て
も
職
員
に
と

っ
て
も
、

旧
港
工
高
の
よ
う
な
親
し
み
の
あ
る
学
校

で
あ

っ
て
ほ
し
い
。

旧

（保
体
）
定
　
　
　
　
黒
瀬
　
忠
生

せ

っ
か
く
の
お
誘
い
な
が
ら
所
用
の
た

め
出
席
出
来
ま
せ
ん
。
皆
様
に
よ
ろ
し
く

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

旧

（自
動
車
）
全
　
　
　
阿
部
　
清
吾

同
窓
会

ニ
ュ
ー
ス
ご
送
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
六
郷
工
科
高
校
の
立
派
な

こ
と
に
お
ど
ろ
い
て
い
ま
す
。
当
日
は
用

事
の
た
め
出
席
出
来
ま
せ
ん
。
ご
盛
会
を

お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

旧

（機
械
）
全
　
　
　
　
一呂
橋
　
徹

新
生
　
都
立
六
郷
工
科
高
等
学
校
な
ら

び
に
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
私
、
五
年
間
の
嘱
託
勤

務
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
授
業
の
充
実
を

期
し
て
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
の
質
も
よ
く
、
意
欲
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
で
も
は

つ
き
り
覚
え
て
い
ま

す
。
平
成
５
年
～
１０
年
勤
め
ま
し
た
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

旧

（事
務
）　
　
　
　
　
森
　
美
彦

愛
宕
高
等
小
学
校
の
校
舎
を
利
用
し
て

い
た
港
工
業
高
校
で
、
施
設
担
当
の
事
務

職
を
７
年
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の

間
都
立
大
の
夜
学
に
通
い
、
教
職
免
許
を

と
り
、
学
童
保
育
、
児
童
館
の
指
導
員
を

１０
年
経
験
し
、
今
は
区
議
会
議
員
１０
年
目

で
す
。
な
つ
か
し
い
―
港
工
業
。

旧

（事
務
）　
　
　
　
　
直
井
　
功
子

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
、
六
郷

の
地
に
移

っ
て
も
、
熱
心
に
活
動
さ
れ
て

い
る
事
、
な
つ
か
し
く
又
う
れ
し
く
思

っ

て
お
り
ま
す
。

旧

（事
務
）　
　
　
　
　
安
田
　
憲
俊

港
工
業
の
閉
校
、
六
郷
工
科

へ
の
引
継

ぎ
を
終
え
、
平
成
１６
年
４
月
に

一
橋
高
校

に
転
勤
し
ま
し
た
ｃ　
一
橋
高
校
も
ま
た
全

日
制
が
平
成
１８
年
３
月
に
閉
課
程
、
平
成

‐７
年
４
月
に
単
位
制

・
通
信
制
の
開
設
と

校
舎
改
修
工
事
の
多
忙
な
日
々
を
す
ご
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
閉
校
と
い
う

の
は
寂
し
い
も
の
で
す
。
港
工
の
校
舎
は

警
視
庁
庁
舎
と
し
て
今
す
こ
し
寿
命
が
延

び
た
の
が
わ
ず
か
な
救
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
皆
様
方
の
健
勝
を
祈
り
ま
す
。

高
輪

（二
本
）
１０
期
Ｍ
　
野
田
　
直
嗣

遠
方
の
た
め
出
席
出
来
ま
せ
ん
。
貴
会

の
益
々
の
発
展
と
総
会
の
ご
盛
会
を
祈
念

し
ま
■

Ｈ
Ｐ
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
ｔ

麻
布

（
一
本
）
２
期
Ｍ
　
」渥
藤
　
明

皆
様
　
港
工
同
窓
会

ニ
ュ
ー
ス
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
吾
れ
吾
れ
の
頃
は
昭

和
１６

・
５

・
２５
東
京
山
手
の
大
空
襲
で
丸

焼
け
と
な
り
、
卒
業
證
書
も
あ
り
ま
せ
ん
。

港

（全
）
８
期
Ｅ
２
　
織
田
　
一
彦

港
工
、
音
楽
部
照
井
部
長
の
消
息
を
ご

ぞ
ん
じ
の
方
い
ら

つ
し
や
い
ま
せ
ん
か
？

い
ま
で
も
コ
ー
ラ
ス
と
オ
カ
リ
ナ
で
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
い
つ
も
ご
く
ろ
う
さ
ま
で

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
―

港

（全
）
１２
期
Ｍ
　
　
猶
井
　
誠

は
じ
め
て
同
窓
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
２
年
前
に
港
工
文
化
祭
に
行
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
同
窓
会
理
事
さ
ん
た
ち

と
お
会
い
し
ま
し
た
。

そ
の
ブ
ー
ス
で
高
輪
第

一
本
科
７
期
電

気
科
３
組
の
中
田
功
氏
と
出
会
い
ま
し
た
。

同
氏
は
０３
年
４
月
に
他
界
さ
れ
ま
し
た
。

夫
人
よ
り
連
絡
が
あ
り
、
氏

の
追
悼
展

（０５

・
４
）
に
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
見

事
な
油
絵
の
作
品
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

以
上
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

港

（全
）
１２
期
Ｅ
ｌ
　
船
戸

敏
彦

お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
無
理
と

思
い
ま
す
が
何
年
か
に

一
度
新
橋
周
辺
で

懇
談
会
で
も
や
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
勝

手
な
事
を
考
え
て
い
ま
す
。

港

（全
）
１７
期
Ａ
　
　
神
崎
　
賢
次

幹
事
さ
ん
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
案
内
を
い
た
だ

く
度
に
高
校
時
代
を
思
い
出
し
ま
す
。
来

年
は
是
非
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

港

（定
）
４７
期
Ｃ
　
　
池
田
　
秀

一

会
費
の
納
入
場
所
　
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
用
紙
に

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

※
コ
ン
ビ
ニ
で
は
公
共
料
金
等
大
規
模
し
か
扱
い

ま
せ
ん
。
郵
便
局
だ
け
が
小
口
で
も
受
付
け
ま

す
・
・
事
務
局
よ
り
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海
外
出
張
の
こ
と

港
（〓
１３
期
雪
ヌ通
信
科
新
野

修
巳

突
然
、
同
窓
会
理
事
の
西
原
君
か
ら
電

話
が
あ
り

「
ニ
イ
ノ
悪
い
け
れ
ど
港
工
業

の
会
報
に
載
せ
た
い
の
で

一
筆
書
い
て
く

れ
」
と
頼
ま
れ
た
。
私
は
昭
和
３２
年

（１

９
５
７
）
年
定
時
制
の
電
気
通
信
科
に
入

学
し
、

３６
年
に
卒
業
し
て
い
て
、
現
在
６４

歳
に
な

っ
て
い
る
。
西
原
君
は
電
気
科
で

あ
り
同
学
年
、
私
と
は
全
く
行
き
来
が
無

か
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
卒
業
し
て
か
ら
馬

が
合
う
と
い
う
か
、
最
近
は
よ
く
行
き
来

し
て
い
る
。
「
ア
ン
タ
は
仕
事
で
よ
く
海

外
に
行

っ
て
い
る
よ
な
―
そ
の
辺
を
面
白

お
か
し
く
書
い
て
く
れ
な
い
か
」
と
言
わ

れ
た
。
「
ヤ
ダ
ヨ
」
と
い
う
言
葉
も
無
く

Ｏ
Ｋ
を
出
さ
さ
れ
書
く
こ
と
と
相
成

っ

た
。書

く
と
な
る
と
簡
単
明
瞭
、
し
か
も
読

む
人
が
面
白
く
感
じ
、
分
か
り
や
す
く
書

く
の
が
文
筆
の
達
者
な
人
、
私
と
言
え
ば

ズ
ル
ズ
ル
書
い
て
相
手
に
は
意
味
不
明
が

多
く
、
外
部
に
発
表
し
た

「
か
き
も
の
」

は
全
く
無
い
。
困

っ
た
な
と
思

っ
た
が
既

に
遅
い
。
自
分
史
を
書
こ
う
と
思

っ
て
い

た
の
で
人
に
読
ま
せ
る
の
で
は
な
く
自
己

満
足
の
た
め
に
書
く
こ
と
と
し
た
。
悪
し

か
ら
ず
―

折
角
海
外
編
と
言
う
こ
と
な
の
で
、
仕

事
で
出
張
の
合
間
に
見
た
こ
と
話
し
た
こ

と
、
感
心
し
た
こ
と
書
き
留
め
て
あ

っ
た

も
の
を
引
き
出
し
か
ら
引

っ
張
り
出
し
て

書
き
始
め
た
訳
で
あ
る
。

前
置
き
が
長
く
な

っ
た
が
海
外
見
聞
録

は
Ａ
社

（１
部
上
場
企
業
）
に
居
た
と
き

が

一
番
多
い
が
、
そ
の
会
社
は
親
会
社
に

吸
収
さ
れ
て
現
在
は
無
く
な

っ
て
い
る
。

海
外
出
張
の
理
由
は
様
々
、
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
の
為
、
紛
争
鎮
圧
の
為
、
ビ
ジ
ネ
ス
拡

大
の
為
、
設
計
サ
ー
ベ
イ
、
生
産
委
託
契

約
の
為
、
工
場
新
設
の
為

「も
の
」
を
安

く
作
り
、
お
客
様
に
ロ
ー
プ
ラ
イ
ス
で
提

供
し
、
し
か
も
会
社
に
利
益
が
だ
せ
る
た

め
な
ら
ど
ん
な
理
由
に
せ
よ
、
行
か
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
Ａ
社
に
は
１
９
８
７
年

７
月
に
親
会
社
の
Ｓ
社
か
ら
出
向
を
命
ぜ

ら
れ
た
。
途
中
転
籍
に
な
り
２
０
０
１
年

６
月
退
任
ま
で
の
１４
年
間
で
海
外
出
張
は

８０
回
程
度
に
な
る
。

韓
国
、
台
湾
、
香
港
、
中
国
、
フク
リ
ピ

ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ス

イ
ン
ド
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ト
ル
コ
、

イ
タ
リ
ス

Ｕ
Ｋ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ

ラ
ン
が４

ベ
ル
ギ
ー
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ

ス

ア
メ
リ
カ
、
パ
ナ
マ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
コ
ロ
ン

ビ
ス

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
Ｚ

一
回
の
出
張
で
数
ヶ
国
回
る
こ
と
が
あ

る
の
で
訪
問
国

の
回
数
は
バ
ラ
ツ
キ
が
あ

る
。　
一
番
多

い
の
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
３８
回
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
Ｍ
Ｔ
Ｇ
し
て
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
行
き
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
帰

っ
て
工

場
会
議
、
マ
レ
ー
シ
ア
エ
場
へ
行
き
中
国
経

由
で
帰
る
と
い
う
よ
う
な
出
張
が
多
か
っ

た
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
２．
回
、
三
番
目
は
中

国
１６
回
、
そ
れ
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ー０
回
、

ア
メ
リ
カ
と
Ｕ
Ｋ
は
８
回
、
の
記
録
が
あ

る
。
日
本
人
の
平
均
か
ら
見
る
と
多
い
方

だ
け
れ
ど
、
社
内
で
も
っ
と
多
い
人
は
た

く
さ
ん
居
る
。
私
自
身
と
し
て
は
良
く
も

悪
く
も
よ
く
行
っ
た
な
―
と
思
う
。

確
率
的
に
は
非
常
に
低
い
も
の
の
、
海

外
で
の
事
故
は
多
々
発
生
し
て
い
る
。
よ

く
も
問
題
な
く
帰

っ
て
き
て
現
在
が
あ
る

も
の
だ
。
赴
任
生
活
が
あ
る
と
思

っ
て
い

た
が
、
会
社
に
お
世
話
に
な

っ
て
１４
年
間

遂
に

一
度
も
無
か

っ
た
。
中
に
は
珍
道
中

が
多
々
あ

っ
た
。
悲
し
い
こ
と
、
仕
事
以

外
で
楽
し
か

っ
た
こ
と
な
ど
走
馬
灯
の
よ

う
に
頭
の
中
を
駆
け
巡
る
。

自
分
史
を
作
る
と
決
め
た
と
き
、
ま
ず

一
番
が
Ａ
社
時
代
の
海
外
出
張
編
で
あ

る
。
出
張
で
あ
る
か
ら
仕
事
で
あ
る
が
、

書
く
に
あ
た

っ
て
仕
事
の
内
容
は
抑
え
、

そ
の
時
付
随
し
た
様
々
な
出
来
事
を
中
心

に
書
き
残
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。

一
番
印
象
に
強
く
残

っ
た
の
は
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
マ
ナ
ウ
ス

（Ｃ
社
）
の
火
事
の
火

消
し
。
次
は
中
国
貴
陽
で
あ
り
そ
の
次
は

シ
ル
ク
エ
ア
ー
の
事
故
で
５
名
の
Ａ
社
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
社
員
が
亡
く
な
り
、
そ
の
対

応
の
た
め
現
地
で
処
理
に
あ
た

っ
た
時
で

あ
る
。
中
国
や
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
も
貴

重
な
体
験
を
し
た
し
、
イ
ン
ド
で
も
面
白

い
話
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
一

Ｓ
社
時
代
に
も
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
１０
回
程
度
、

一

そ
の
他
６０
歳
を
過
ぎ
リ
タ
イ
ア
後
も
出
張

し
て
い
る
。
１
９
９
１
年
か
ら
２
０
０
０

年
迄
で
６４
回
の
記
録
が
あ
る
。
１
９
９
１

年
以
前
は
パ
ス
ポ
ー
ト
更
新
の
際
、
新
旧

交
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
チ

ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
出
張
に

は
レ
ポ
ー
ト
が
付
き
物
で
必
ず
出
し
て
い

る
。
現
在
の
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し

て
お
け
ば
記
録
は
残
る
が
、
何
せ
手
書
き

で
あ
る
の
で
回
覧
し
て
帰

っ
て
こ
な
い
も

の
も
有

っ
た
と
思
う
。　
一
口
で
１
０
０
回

の
海
外
出
張
と
言

っ
て
お
こ
う
。

以
上
が
書
き
出
し
で
あ
り
、
様
々
な
国
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
次
な
る
編
に
つ
な
が

る
が
読
者
が
面
白
い
と
思
っ
て
く
れ
な
け
れ

ば
こ
れ
で
終
わ
％

ご
意
見
を
頂
き
た
唆

編
集
部
　
日
”
一〓
ｏ
庁
”
Ｏ
Ｂ
一３
一昇
８

８
８

に
乞
う
メ
ー
化
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港
工
校
と
愛
宕
山

港
蚕
）８
期
機
械
科

海
野
　
鑑
一

愛
宕
の
み
ど
り
さ
わ
や
か
に

・
・
。
と

詩
人
　
大
木
淳
夫
が
港
工
高
校
歌
に
愛
宕

山
と
東
京
港

（輝
く
港
）
の
イ
メ
ー
ジ
を

以
っ
て
若
人
の
未
来
と
夢
を
育
む
学
舎
と

し
て
詩
に
託
し
て
い
る
。
８
期
生
２
学
年

の
と
き
生
徒
総
会
で
議
決
し
初
代
の
校
長

の
早
坂
先
生
に
校
歌
制
定
の
お
願
い
を
し

た
経
緯
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
翌
昭
和
３０

年
に
制
定
発
表
さ
れ
、
３
学
年
の
１
年
間

折
々
に
歌
わ
れ
翌
年
の
卒
業
時
に
は
す
っ

か
り
馴
染
み
新
校
歌
に
よ
っ
て
送
ら
れ
た

卒
業
生
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

ま
た
、
愛
宕
山
は
、
運
動
部
の
基
礎
体

力
を
作
る
場
で
も
あ
り
足
腰
を
鍛
え
る
絶

好
の
場
所
で
あ
っ
た
。
男
坂
を
上
り
、
女

坂
を
下
る
周
回
コ
ー
ス
・
通
常
の
階
段
よ

り
１
段
が
３
割
ほ
ど
高
い
石
段
が
６８
段
、

４０
度
勾
配
は
か
な
り
き
つ
く
３
周
回
を
課

せ
ら
れ
る
と
掛
け
声
も
グ
ー
ン
と
ト
ー
ン

ダ
ウ
ン
す
る
。
当
時
は
運
動
中
の
吸
水
は

当
然
の
こ
と
な
が
ら
不
可
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ

で
も
う
１
周
な
ど
は
真
夏
で
あ
れ
ば
尚

更
、
の
ど
の
乾
き
と
合
わ
せ
て
先
輩
の
顔

が
鬼
と
化
す
。

さ
て
、
愛
宕
山
の
こ
と
に
つ
い
て
は
港

工
５０
周
年
記
念
誌
に
も
種
々
記
述
が
見
ら

れ
る
が
、
将
軍
家
光
の
命
で
馬
術
の
名

手

・
曲
垣
平
九
郎
が
馬
を
操
り
、
山
頂
の

紅
白
梅
を
手
折
り
献
上
す
る
逸
話
が
あ

ヽ

り
、

一訂
談
の
演
日
で
も

つ
と
に
知
ら
れ
て

い
る
。

ロ
ハ、
当
時
は
丸
石
を
敷
い
た
１
８
５
段

の
石
段
で
あ
っ
た
と
で
つ
か
ら
今
日
の
３

倍
の
段
数
で
あ
り
、
か
な
り
ゆ
る
や
か
な

勾
配
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

山
頂
も
今
日
よ
り
は
も
っ
と
広
く
、
ず

ら
り
と
腰
掛
け
茶
屋
も
並
び
、
市
中
や
海

岸
も

一
望
で
き
江
戸

一
番
の
展
望
台
と
し

て
賑
わ
い
、
花
見
や
日
の
出
を
見
物
す
る

名
所
で
あ
っ
た
。
今
日
は
ビ
ル
が
林
立
し

全
く
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
桜
田

門
外
に
丼
伊
大
老
を
襲
っ
た
水
戸
浪
±
１８

名
が
こ
こ
で
集
合
し
時
を
待
っ
た
歴
史
も

あ
る
。
更
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
日
本
全
国
に
電
波

を
流
し
た
の
も
こ
の
山
頂
か
ら
で
あ
り
現

在
、
博
物
館
と
し
て
在
り
し
日
々
を
展
覧

し
て
い
る
。

我
等
８
期
生
の
卒
業
記
念
の
写
真
は
、

愛
宕
山
石
段
に
整
列
し
、
ア
ル
バ
ム
が
作

ら
れ
て
も
い
る
。

港
区
に
生
ま
れ
育
っ
た
小
生
に
は
、
隣

接
す
る
芝
公
園
は
１４
万
６
千
余
坪
の
広
大

な
敷
地
に
増
上
寺
を
始
め
諸
仏
閣
、
五
重

の
塔
、
滝
、
小
川
、
池
と
全
山
が
幼
少
期

の
格
好
の
遊
び
場
で
、
丸
１
日
を
過
ご
す

こ
と
も
あ
っ
た
。
戦
中
戦
後
そ
し
て
今
日

そ
の
変
貌
は
凄
ま
じ
い
。

港
工
高
に
係
わ
る
皆
さ
ん
に
も
母
校
周

辺
に
は
思
い
出
が
多
い
事
と
思
い
ま
す
。

大
都
会
の
近
代
化
の
中
で
年
配
者
ほ
ど
隔

世
の
感
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

恩

師

訃

報

・

（平
成
十
二
年
～
十
七
年
）

六
平
　
巧
宣

（英
語

・
全
）

伊
藤
　
茂

　

（機
械

・
全
）

松
島
　
達

　

（旧
職
員
）
　
　
一

高
野
　
雪
夫

（旧
職
員
）
　
　
一

鈴
木
　
博

　

（機
械

・
全
）
　

一

橘
　
　
芳
雄

（進
路

・
全
）
　

．

古
谷
　
血
（次
郎

（第
六
代
校
長
）

広
木
　
義
麿

（教
頭

・
全
）
　

一

岡
部
　
精
秀

（体
育

・
全
）
　

一

福
島
　
隆

　

（理
科

・
全
定
）
一

寺
沢
　
幹
男

（機
械

・
全
）
　

一

延
時
　
弘

　

（教
頭

・
全
）
　

・

花
田
　
千
秋

（旧
職
員
）

大
西
　
政
男

（　
ク
　
）

星
野
　
庸
信

（第
十

一
代
校
長
）

幾
本
　
一昇
男

（電
気

・
定
）
　

一

八
巻
　
清

　

（電
子

・
定
）
　

・

伴
　
　
義
夫

（第
五
代
校
長
）
一

上
野
　
全
平

（旧
職
員
）

加
藤
　
一二
郎

（電
通

・
全
）

荒
本
　
英
介

（理
科

・
定
）

会
津
　
一
　

（体
育

・
定
）

小
林
　
績

　

（数
学

・
定
）

澤
田
　
芳
郎

（事
務
）

佐
藤
　
悟
郎

（事
務
長

・
全
）

小
田
桐
キ
ョ

（用
務

・
全
）

徳
永
　
善
蔵

（旧
職
員
）

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

会
員
の
皆
さ
ま
大
変
長
ら
く
お
待

た
せ
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、
９
月
下
旬
に
開
設

い
た

し
ま
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
閲
覧

さ
れ
た
方
々
か
ら
多
数
の
ご
意
見
を

賜
り
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
上
の
問
題
も
あ
り
、
新
た

に
港
工
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、

開
設
し
な
お
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

契
約
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
に
付
属
す
る
、

Ｏ
Ｃ
Ｎ
ホ
ス
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の

ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
無
料
版
か
ら
有

料
版
に
変
更
し
て
、
作
成
致
し
ま
し

た
。
有
料
版
で
は
利
用
可
能
ペ
ー
ジ

が
７
ペ
ー
ジ
か
ら
無
制
限
な
る
な
ど

余
裕
の
あ
る
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
限
定
の
パ
ス
ワ
ー
ド
に
つ
い

て
は
設
定
い
た
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
運
営
に
関
し
ま
し
て
は
理
事

の
方
々
５
人
体
制
で
行
う
為
、
随
時
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
が
出
来
る
こ
と
と

考
え
ま
す
。
掲
載
希
望
フ
オ
ト
及
び
現

行
等
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
さ
れ
る

と
き
は
、
左
記
の
こ
”
ｒ
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
ｕ
Ｆ
ご

ドヽ
諄
“
ざ
５
ｃ
お
一
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◇
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
会
則
改
定
に
よ
る
賛
助
金
の
お
願
い

平
成
１７
年
度
の
総
会
案
内
及
び
会
報
の

発
送
は
、
賛
助
金
納
入
実
績
者
及
び
特
別

会
員
に
限
定
し

（約
１
，
７
０
０
部
）
予

算
縮
小
均
衡
さ
せ
ま
し
た
。
賛
助
金
は
５

３
６
名
の
方
に
送
金
戴
き
、
前
年
比
９５
％

で
し
た
。

限
定
発
送
は
転
居
先
不
明
戻
り
等
に
よ
り

縮
小
消
滅
の
方
向
で
あ
り
、
平
成
１８
年
度

は
全
員
霜
一５
，
８
０
０
部
）
に
発
送
し
て

活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
、
会
報
の
充
実

・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
活
用
等
さ
ら
な
る
拡
充
と
賛
助

金
増
を
期
し
ま
す
。

郵
政
民
営
化
に
よ
り
振
込
手
数
料
（同
窓

会
で
負
担
）
が
高
く
な
り
ま
す
。

窓
日
振
込
　
７０
円
　
↓
　
１
０
０
円

Ａ
Ｔ
Ｍ
機
　
６０
円
　
↓
　
　
６０
円

※
郵
便
局
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
使
え
ば
、

①
土
曜

・
日
曜
も
振
込
出
来
ま
す
。

②
同
封
の
振
込
用
紙
を
そ
の
ま
ま
機
械
に

挿
入
し
、
金
額
の
み
押
せ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。

０
窓
口
よ
り
待
ち
時
間
が
早
い
で
す
。

◎
総
会
会
費
の
事
前
振
込
み
お
願

い
。

受
付
で
の
現
金
授
受
混
乱
回
避
等
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

賛
助
金
振
込
み
用
紙
を
使
用
し
、
金
額

欄
の
２
，
０
０
０
円
を
１
２
，
０
０
０
円

に
す
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。

（賛
助
金
＋
臨
時

会
費
）

◎
卒
業
生
へ
の
諸
証
明
発
行
に
つ
い
て

都
立
港
工
業
高
等
学
校
の
閉
校
に
伴
い

卒
業
生
へ
の
諸
証
明
の
発
行
事
務
は
都
立

六
郷
工
科
高
等
学
校
に
お
い
て
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

〒

１

４

４
１

８

５

０

６

大
田
区
東
六
郷
２
１
１８
１
２

京
浜
急
行

「雑
色
」
下
車

国
道
沿
い
徒
歩
３
分

Ｔｅ

０

３

１

３

７

３

７

１

６

５

６

５

ご
不
明
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

東
京
都
教
育
庁
高
等
学
校
課

「
０
３
１
５
３
２

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎会員数の把握状況 H183月 現在

l  ☆同窓会会務の連絡先について☆  f
:住所変更の連絡、名簿内容の質問、同窓会ニュースヘ :

jの寄稿、クラス会近況等々は全て下記へお願いします。

言己

〒278-0036 千葉県野田市中野台鹿島町237
(株 )ク リーンジャバン内

港工同窓会 松 岡 信 之

(会計理事 港16期 S39A卒 )

:  TEL 04-7125-6808 FAX 04-7125-6851   1
f E― m函|:matsuoka@minatokou net       i
ミ11・ |:=.I.IT:● ,Fi・ lilil■ i■

,■ ■
'==■

1==:′
`l■

====■ 1■ .1■ 11==l■ 1====■ 1=,■ 1口 ■
==

編

集

後

記

母
校
閉
校
か
ら
２
年
目
が
経
過
し
ま
し

た
。
伝
統
と
歴
史
の
街
の
港
工
の
同
窓
会

組
織
も
京
浜
地
区
の
地
に
新
設
さ
れ
た
六

郷
校
科
高
校
内
の
施
設
を
お
借
り
し
な
が

ら
、
毎
月
開
催
の
定
例
理
事
会
と
同
窓
会

と
し
て
の
六
郷
際
へ
の
参
加
を
実
現
し
会

運
営
の
活
動
を
推
進
し
て
来
ま
し
た
。
そ

し
て
同
窓
会
の
機
関
紙
で
も
あ
り
ま
す
港

エ
ニ
ュ
ー
ス
第
５
号
も
六
郷
校
科
高
等
学

校
の
諏
佐
副
校
長
は
じ
め
会
役
員

。
同
窓

生
方
々
多
数
の
ご
協
力
と
ご
支
援
の
お
陰

を
も
ち
ま
し
て
発
行
で
き
ま
し
た
事
心
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
は
、
会
則
改
定
に
紙
面
を
割
い
た

の
で
、
皆
様
の
お
便
り
を
全
部
掲
載
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
次
号
で
は
よ
り
多
く
の

便
り
を
掲
載
す
る
つ
も
り
で
す
。

創
立
”
周
年
誌

（昭
和
４‐
年
）
、
∞
周

年
誌

（平
成
８
年
）
の
寄
稿
文
を
順
次
掲

載
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
紙
面
で
の
編
集
に
率
直
な
ご

意
見
や
ご
感
想
を
を
今
後
と
も
事
務
局
あ

て
に
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

編
集
子

一
同

港

（全
）
６
期
電
力
科

龍
　
健
治

港

（定
）
１４
期
機
械
科

安
江
弘
吉

港

（全
）
２
期
電
気
科

町
山
　
茂

区 分 在籍数 確認数 (亡 )

正

会

員

本
本
本

１
２
１
定
全

輪
輪
布

・
・

高
高
麻
港
港

771

768
485

3,866
9,773

97 ( 69)
52 ( 72)
176 (104)
727 ( 54)

4,329 (170)

計 15.663 5,381 (469)

特
別
会
員

旧校長

旧職員

１
■

　

０
を

′
υ

７
′
　
●
０

”
４

(8)
(106)

nl 641 350 (114)

☆平成17年 度の収支,大況

前卿]繰越額       2,966,132-
Jl■入の部       1,400,259-

臨時会費                  264,000-
空罫3tJ≧  5364ζ             l,072,000-

その他           64,259-
メこどlσ)吉5         1,290,390-

総会費  61名               284,653-
通信 費                     326,830-

広報 費                     420,875-
その他           258,032-

時期繰越額       3,076,001-

-12-


